
【表紙】  

【提出書類】 四半期報告書

【根拠条文】 金融商品取引法第24条の４の７第１項

【提出先】 東海財務局長

【提出日】 2020年11月13日

【四半期会計期間】 第87期第２四半期(自　2020年７月１日　至　2020年９月30日)

【会社名】 ジャニス工業株式会社

【英訳名】 Janis Ltd.

【代表者の役職氏名】 代表取締役社長　　冨　本　和　伸

【本店の所在の場所】 愛知県常滑市唐崎町２丁目88番地

【電話番号】 (0569)35-3150(代表)

【事務連絡者氏名】 経営管理室長　　　都　築　佳　男

【最寄りの連絡場所】 愛知県常滑市唐崎町２丁目88番地

【電話番号】 (0569)35-3150(代表)

【事務連絡者氏名】 経営管理室長　　　都　築　佳　男

【縦覧に供する場所】
ジャニス工業株式会社東日本支店

　(東京都新宿区西早稲田二丁目18番20号)

株式会社名古屋証券取引所

　(名古屋市中区栄三丁目８番20号)
 

 

EDINET提出書類

ジャニス工業株式会社(E01177)

四半期報告書

 1/19



第一部 【企業情報】

 

第１ 【企業の概況】

 

１ 【主要な経営指標等の推移】

 

回次
第86期
第２四半期
連結累計期間

第87期
第２四半期
連結累計期間

第86期

会計期間
自 2019年４月１日
至 2019年９月30日

自 2020年４月１日
至 2020年９月30日

自 2019年４月１日
至 2020年３月31日

売上高 (千円) 2,568,919 2,227,957 5,166,712

経常利益又は経常損失(△) (千円) △9,353 20,982 △195,132

親会社株主に帰属する
四半期純利益
又は親会社株主に帰属する
四半期(当期)純損失(△)

(千円) △13,013 16,125 △223,012

四半期包括利益又は包括利益 (千円) △24,755 26,080 △232,324

純資産額 (千円) 2,523,467 2,345,841 2,315,555

総資産額 (千円) 5,243,521 4,958,362 5,115,858

１株当たり四半期純利益
又は四半期(当期)純損失(△)

(円) △3.60 4.41 △61.56

潜在株式調整後１株当たり
四半期(当期)純利益

(円) ― 4.36 ―

自己資本比率 (％) 47.3 47.1 44.5

営業活動による
キャッシュ・フロー

(千円) △81,927 58,733 △116,493

投資活動による
キャッシュ・フロー

(千円) △94,776 △32,032 △59,382

財務活動による
キャッシュ・フロー

(千円) 158,672 19,819 99,474

現金及び現金同等物の
四半期末(期末)残高

(千円) 326,947 315,098 268,577
 

 

回次
第86期
第２四半期
連結会計期間

第87期
第２四半期
連結会計期間

会計期間
自 2019年７月１日
至 2019年９月30日

自 2020年７月１日
至 2020年９月30日

１株当たり四半期純利益
又は四半期純損失(△)

(円) 5.78 △2.52
 

(注) １　売上高には、消費税等は含まれておりません。

２　当社は四半期連結財務諸表を作成しておりますので、提出会社の主要な経営指標等の推移については記載し

ておりません。

３　第86期第２四半期連結累計期間及び第86期の潜在株式調整後１株当たり四半期(当期)純利益については、潜

在株式は存在するものの、１株当たり四半期(当期)純損失であるため記載しておりません。

 
２ 【事業の内容】

当第２四半期連結累計期間において、当社グループ(当社及び当社の関係会社)が営む事業の内容について、重要な

変更はありません。

また、主要な関係会社についても異動はありません。
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第２ 【事業の状況】

 

１ 【事業等のリスク】

当第２四半期連結累計期間において、当四半期報告書に記載した事業の状況、経理の状況等に関する事項のうち、

経営者が連結会社の財政状態、経営成績及びキャッシュ・フローの状況に重要な影響を与える可能性のあると認識し

ている主要なリスクの発生又は前事業年度の有価証券報告書に記載した「事業等のリスク」について重要な変更はあ

りません。

なお、重要事象等は存在しておりません。

 

２ 【経営者による財政状態、経営成績及びキャッシュ・フローの状況の分析】

文中の将来に関する事項は、当四半期連結会計期間の末日現在において当社グループ（当社及び連結子会社）が

判断したものであります。

 

(1) 財政状態及び経営成績の状況

当第２四半期連結累計期間におけるわが国の経済は、新型コロナウイルスの世界的な感染拡大により社会経済活動

や個人消費が停滞し、景気が急速に悪化して非常に厳しい状況が続いております。非常事態宣言解除後も、感染拡大

の防止策を講じながら社会経済活動レベルの段階的な引き上げが期待されますが、依然として先行きが不透明な状況

にあります。

当社関連業界におきましては、前年同期と比べて新設住宅着工戸数は減少しており、新型コロナウイルスの感染拡

大による外出自粛や建築の中断・遅延が影響しております。当面は、新型コロナウイルスの影響により消費者マイン

ドが冷え込んでおり、減少傾向が続くと予想されます。

こうした状況の中、従業員の安全に配慮しながら「フロントスリム」トイレを中心とした『提案営業』と工場運営

を進めてまいりましたが、経済活動の自粛が影響し、売上高につきましては、前年同期と比較して13.3％減少しまし

た。生産面では、生産ラインの見直しと燃費効率の高い焼成炉に衛生陶器の生産を集約させて製造原価低減に努める

と共に全社で『業績を尊重する精神』を意識したコスト削減活動とコロナ対策・働き方改革に伴う生産性向上の改善

活動に取り組んでまいりました。

その結果、当第２四半期連結累計期間の売上高は2,227百万円(前年同期比340百万円減)、営業利益は１百万円(前年

同期は営業損失32百万円)、経常利益は20百万円(前年同期は経常損失９百万円)、親会社株主に帰属する四半期純利益

は16百万円(前年同期は親会社株主に帰属する四半期純損失13百万円)となりました。

また当社は、衛生機器の製造・販売の単一セグメントであります。

 
（資産）

流動資産は、前連結会計年度末に比べて、149百万円減少し2,175百万円となりました。主な内訳は、受取手形及び

売掛金の減少343百万円と製品の増加135百万円、現金及び預金の増加46百万円によるものです。

固定資産は、前連結会計年度末に比べて、７百万円減少し2,783百万円となりました。主な内訳は、有形固定資産の

減少23百万円と投資有価証券の増加10百万円であります。

この結果、総資産は前連結会計年度末に比べて157百万円減少し、4,958百万円となりました。

（負債）

流動負債は、前連結会計年度末に比べて、160百万円減少し1,556百万円となりました。主な内訳は、支払手形及び

買掛金の減少113百万円、製品保証引当金の減少48百万円、電子記録債務の減少27百万円と短期借入金の増加50百万円

によるものです。

固定負債は、前連結会計年度末に比べて、27百万円減少し1,056百万円となりました。主な内訳は、長期借入金の減

少20百万円、退職給付に係る負債の減少７百万円であります。

この結果、負債合計は、前連結会計年度末に比べて187百万円減少し、2,612百万円となりました。
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（純資産）

純資産は、前連結会計年度末に比べて30百万円増加し2,345百万円となりました。主な内訳は、自己株式の減少によ

る増加35百万円、利益剰余金の増加16百万円と新株予約権の減少28百万円であり、自己資本比率は47.1％となりまし

た。

 
(2) キャッシュ・フローの状況の分析

当第２四半期連結累計期間における現金及び現金同等物（以下「資金」という）は、前連結会計年度末に比べ46百

万円増加し315百万円となりました。

当第２四半期連結累計期間に係る区分ごとのキャッシュ・フローの状況は以下のとおりであります。
 

（営業活動によるキャッシュ・フロー）

当第２四半期連結累計期間における営業活動による資金の増加は、58百万円(前年同四半期は81百万円の減少)とな

りました。主な内訳は、売上債権の減少377百万円、減価償却費65百万円による資金の増加とたな卸資産の増加184百

万円、仕入債務の減少140百万円、製品保証引当金の減少48百万円による資金の減少によるものであります。
 

（投資活動によるキャッシュ・フロー）

当第２四半期連結累計期間における投資活動による資金の減少は、32百万円(前年同四半期は94百万円の減少)とな

りました。主に有形固定資産の取得による支出によるものであります。
 

（財務活動によるキャッシュ・フロー）

当第２四半期連結累計期間における財務活動による資金の増加は、19百万円(前年同四半期は158百万円の増加)とな

りました。主な内訳は、短期借入金の純増減額50百万円による資金の増加と長期借入金の返済による支出30百万円に

よる資金の減少によるものであります。

 
(3) 優先的に対処すべき事業上及び財務上の課題

当第２四半期連結累計期間において、当社グループが優先的に対処すべき課題に重要な変更及び新たに生じた課

題はありません。

 

(4) 研究開発活動

当第２四半期連結累計期間における研究開発活動の金額は、58,021千円であります。

なお、当第２四半期連結累計期間において、当社グループの研究開発活動の状況に重要な変更はありません。

 

３ 【経営上の重要な契約等】

当第２四半期連結会計期間において、経営上の重要な契約等の決定又は締結等はありません。
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第３ 【提出会社の状況】

 

１ 【株式等の状況】

(1) 【株式の総数等】

① 【株式の総数】

 

種類 発行可能株式総数(株)

普通株式 14,600,000

計 14,600,000
 

 

② 【発行済株式】

 

種類
第２四半期会計期間末
現在発行数(株)
(2020年９月30日)

提出日現在発行数(株)
(2020年11月13日)

上場金融商品取引所
名又は登録認可金融
商品取引業協会名

内容

普通株式 3,833,543 3,833,543
名古屋証券取引所
（市場第二部)

株主としての権利内容に
制限のない、標準となる
株式であり、単元株式数
は100株であります。

計 3,833,543 3,833,543 ― ―
 

 
(2) 【新株予約権等の状況】

① 【ストックオプション制度の内容】

該当事項はありません。

 
② 【その他の新株予約権等の状況】

該当事項はありません。
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(3) 【行使価額修正条項付新株予約権付社債券等の行使状況等】

該当事項はありません。

 

(4) 【発行済株式総数、資本金等の推移】

 

年月日
発行済株式
総数増減数
(株)

発行済株式
総数残高
(株)

資本金増減額
(千円)

資本金残高
(千円)

資本準備金
増減額
(千円)

資本準備金
残高
(千円)

   2020年９月30日 ― 3,833,543 ― 1,000,000 ― 100,000
 

 

(5) 【大株主の状況】

2020年９月30日現在

氏名又は名称 住所
所有株式数
(千株)

発行済株式
(自己株式を
除く。)の
総数に対する
所有株式数
の割合(％)

タカラスタンダード株式会社 大阪府大阪市城東区鴫野東１丁目２番１号 621 16.44

ジャニス工業取引先持株会 愛知県常滑市唐崎町２丁目88番地 474 12.54

株式会社三菱ＵＦＪ銀行 東京都千代田区丸の内２丁目７番１号 182 4.81

株式会社ＬＩＸＩＬ 東京都江東区大島２丁目１―１ 180 4.76

山　川　芳　範 愛知県知多郡南知多町 120 3.19

株式会社三井住友銀行 東京都千代田区丸の内１丁目１番２号 117 3.09

伊　奈　輝　三 愛知県常滑市 115 3.04

三井住友信託銀行株式会社
(常任代理人　株式会社日本カス
トディ銀行)

東京都千代田区丸の内１丁目４―１
(東京都中央区晴海１丁目８―12)

100 2.64

株式会社日本カストディ銀行
（信託Ｅ口）

東京都中央区晴海１丁目８―12 98 2.61

伊　奈　啓　一　郎 愛知県常滑市 91 2.41

計 ― 2,100 55.54
 

(注) １. 上記のほか当社保有の自己株式51千株があります。

    ２. 株式会社日本カストディ銀行(信託Ｅ口)が、当社株式98千株を所有しておりますが、自己株式に含めており

ません 。
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(6) 【議決権の状況】

① 【発行済株式】

   2020年９月30日現在

区分 株式数(株) 議決権の数(個) 内容

無議決権株式 ― ― ―

議決権制限株式(自己株式等) ― ― ―

議決権制限株式(その他) ― ― ―

完全議決権株式(自己株式等)
（自己保有株式)
普通株式 51,900
 

― ―

完全議決権株式(その他) 普通株式 3,776,300
 

37,763 ―

単元未満株式 普通株式 5,343
 

― １単元(100株)未満の株式

発行済株式総数 3,833,543 ― ―

総株主の議決権 ― 37,763 ―
 

(注) １. 「単元未満株式」欄の普通株式には、当社所有の自己株式41株が含まれております。

２. 「完全議決権株式(その他)」欄の普通株式には、株式会社日本カストディ銀行(信託Ｅ口)が所有する

当社株式98,600株が含まれています。

 
② 【自己株式等】

  2020年９月30日現在

所有者の氏名
又は名称

所有者の住所
自己名義
所有株式数
(株)

他人名義
所有株式数
(株)

所有株式数
の合計
(株)

発行済株式
総数に対する
所有株式数
の割合(％)

(自己保有株式)
ジャニス工業株式会社

愛知県常滑市唐崎町
２丁目88番地

51,900 ― 51,900 1.35

計 ― 51,900 ― 51,900 1.35
 

(注)「株式給付信託（Ｊ－ＥＳＯＰ）」の信託財産として、株式会社日本カストディ銀行（信託Ｅ口）が所有する株

主名簿上の当社株式98,600株は、上記自己株式には含めておりません。

 

２ 【役員の状況】

該当事項はありません。

 

EDINET提出書類

ジャニス工業株式会社(E01177)

四半期報告書

 7/19



第４ 【経理の状況】

 

１．四半期連結財務諸表の作成方法について

当社の四半期連結財務諸表は、「四半期連結財務諸表の用語、様式及び作成方法に関する規則」(平成19年内閣府令

第64号)に基づいて作成しております。

 

２．監査証明について

当社は、金融商品取引法第193条の２第１項の規定に基づき、第２四半期連結会計期間(2020年７月１日から2020年

９月30日まで)及び第２四半期連結累計期間(2020年４月１日から2020年９月30日まで)に係る四半期連結財務諸表につ

いて、有限責任 あずさ監査法人による四半期レビューを受けております。
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１ 【四半期連結財務諸表】

(1) 【四半期連結貸借対照表】

           (単位：千円)

          
前連結会計年度
(2020年３月31日)

当第２四半期連結会計期間
(2020年９月30日)

資産の部   

 流動資産   

  現金及び預金 268,577 315,098

  受取手形及び売掛金 1,077,360 733,783

  電子記録債権 189,929 156,325

  製品 465,219 600,775

  仕掛品 151,690 178,586

  原材料及び貯蔵品 119,064 141,505

  前渡金 2,812 ―

  前払費用 13,700 17,657

  その他 36,396 31,417

  流動資産合計 2,324,751 2,175,149

 固定資産   

  有形固定資産   

   建物（純額） 393,650 386,719

   構築物（純額） 16,818 15,969

   機械及び装置（純額） 259,184 230,937

   車両運搬具（純額） 583 430

   工具、器具及び備品（純額） 22,265 20,179

   土地 1,440,125 1,440,125

   建設仮勘定 9,330 24,318

   有形固定資産合計 2,141,958 2,118,681

  投資その他の資産   

   投資有価証券 171,273 181,890

   出資金 141 141

   長期貸付金 14,480 13,760

   長期前払費用 17,997 15,909

   差入保証金 18,216 17,638

   投資不動産（純額） 176,319 175,368

   繰延税金資産 37,289 35,285

   長期未収入金 ※  222,031 ※  232,537

   その他 8,100 8,100

   貸倒引当金 △16,700 △16,100

   投資その他の資産合計 649,148 664,530

  固定資産合計 2,791,106 2,783,212

 資産合計 5,115,858 4,958,362
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           (単位：千円)

          
前連結会計年度
(2020年３月31日)

当第２四半期連結会計期間
(2020年９月30日)

負債の部   

 流動負債   

  支払手形及び買掛金 435,058 321,806

  電子記録債務 279,842 252,547

  短期借入金 500,000 550,000

  1年内返済予定の長期借入金 59,880 49,860

  リース債務 304 279

  未払金 39,140 35,702

  未払費用 52,644 39,475

  未払法人税等 15,144 11,208

  未払消費税等 17,456 19,472

  前受金 4,136 4,136

  預り金 5,729 5,177

  設備関係支払手形 4,016 4,636

  設備関係電子記録債務 2,578 10,854

  賞与引当金 55,335 54,817

  製品保証引当金 245,197 196,291

  流動負債合計 1,716,464 1,556,267

 固定負債   

  長期借入金 134,960 114,940

  リース債務 126 ―

  再評価に係る繰延税金負債 339,176 339,176

  退職給付に係る負債 473,959 466,474

  資産除去債務 11,938 12,074

  長期未払金 4,768 3,138

  長期預り保証金 118,908 120,450

  固定負債合計 1,083,838 1,056,253

 負債合計 2,800,302 2,612,521

純資産の部   

 株主資本   

  資本金 1,000,000 1,000,000

  資本剰余金 187,438 184,689

  利益剰余金 426,997 443,123

  自己株式 △151,735 △116,148

  株主資本合計 1,462,700 1,511,664

 その他の包括利益累計額   

  その他有価証券評価差額金 27,700 35,537

  土地再評価差額金 781,747 781,747

  退職給付に係る調整累計額 2,299 4,417

  その他の包括利益累計額合計 811,747 821,702

 新株予約権 41,107 12,474

 純資産合計 2,315,555 2,345,841

負債純資産合計 5,115,858 4,958,362
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(2) 【四半期連結損益計算書及び四半期連結包括利益計算書】

【四半期連結損益計算書】

【第２四半期連結累計期間】

           (単位：千円)

          前第２四半期連結累計期間
(自 2019年４月１日
　至 2019年９月30日)

当第２四半期連結累計期間
(自 2020年４月１日
　至 2020年９月30日)

売上高 2,568,919 2,227,957

売上原価 2,057,891 1,727,637

売上総利益 511,027 500,320

販売費及び一般管理費 ※  543,556 ※  499,161

営業利益又は営業損失（△） △32,528 1,159

営業外収益   

 受取利息 201 167

 受取配当金 4,838 4,172

 受取賃貸料 23,181 23,626

 その他 7,821 5,963

 営業外収益合計 36,042 33,930

営業外費用   

 支払利息 1,087 1,002

 売上割引 7,875 8,604

 その他 3,903 4,500

 営業外費用合計 12,866 14,107

経常利益又は経常損失（△） △9,353 20,982

特別利益   

 固定資産売却益 8 ―

 特別利益合計 8 ―

特別損失   

 固定資産除売却損 0 1,188

 特別損失合計 0 1,188

税金等調整前四半期純利益又は
税金等調整前四半期純損失（△）

△9,344 19,794

法人税、住民税及び事業税 3,705 3,705

法人税等調整額 △37 △37

法人税等合計 3,668 3,668

四半期純利益又は四半期純損失（△） △13,013 16,125

親会社株主に帰属する四半期純利益又は
親会社株主に帰属する四半期純損失（△）

△13,013 16,125
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【四半期連結包括利益計算書】

【第２四半期連結累計期間】

           (単位：千円)

          前第２四半期連結累計期間
(自 2019年４月１日
　至 2019年９月30日)

当第２四半期連結累計期間
(自 2020年４月１日
　至 2020年９月30日)

四半期純利益又は四半期純損失（△） △13,013 16,125

その他の包括利益   

 その他有価証券評価差額金 △15,160 7,836

 退職給付に係る調整額 3,418 2,118

 その他の包括利益合計 △11,742 9,954

四半期包括利益 △24,755 26,080

（内訳）   

 親会社株主に係る四半期包括利益 △24,755 26,080
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(3) 【四半期連結キャッシュ・フロー計算書】

           (単位：千円)

          前第２四半期連結累計期間
(自 2019年４月１日
　至 2019年９月30日)

当第２四半期連結累計期間
(自 2020年４月１日
　至 2020年９月30日)

営業活動によるキャッシュ・フロー   

 
税金等調整前四半期純利益又は税金等調整前四
半期純損失（△）

△9,344 19,794

 減価償却費 78,058 65,463

 株式報酬費用 4,734 3,181

 貸倒引当金の増減額（△は減少） △600 △600

 賞与引当金の増減額（△は減少） △38 △518

 製品保証引当金の増減額（△は減少） △45,178 △48,905

 退職給付に係る負債の増減額（△は減少） 11,398 △5,366

 受取利息及び受取配当金 △5,039 △4,340

 受取賃貸料 △23,181 △23,626

 支払利息 1,087 1,002

 固定資産除売却損益（△は益） △8 1,188

 長期未払金の増減額（△は減少） 986 △1,630

 売上債権の増減額（△は増加） 106,671 377,180

 たな卸資産の増減額（△は増加） 26,207 △184,892

 仕入債務の増減額（△は減少） △203,638 △140,545

 その他 △47,538 △18,365

 小計 △105,422 39,018

 利息及び配当金の受取額 5,039 4,340

 賃貸料の受取額 23,181 23,626

 利息の支払額 △930 △841

 法人税等の支払額 △3,795 △7,410

 営業活動によるキャッシュ・フロー △81,927 58,733

投資活動によるキャッシュ・フロー   

 有形固定資産の取得による支出 △95,352 △36,090

 有形固定資産の売却による収入 8 3,500

 貸付金の回収による収入 720 720

 その他 △152 △161

 投資活動によるキャッシュ・フロー △94,776 △32,032

財務活動によるキャッシュ・フロー   

 短期借入金の純増減額（△は減少） 250,000 50,000

 長期借入金の返済による支出 △55,036 △30,040

 自己株式の取得による支出 △168 ―

 自己株式の売却による収入 12 46

 配当金の支払額 △35,982 △34

 リース債務の返済による支出 △152 △152

 財務活動によるキャッシュ・フロー 158,672 19,819

現金及び現金同等物の増減額（△は減少） △18,031 46,521

現金及び現金同等物の期首残高 344,979 268,577

現金及び現金同等物の四半期末残高 ※  326,947 ※  315,098
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【注記事項】

(継続企業の前提に関する事項)

該当事項はありません。

 

(連結の範囲又は持分法適用の範囲の変更)

該当事項はありません。　

 

(会計方針の変更等)

該当事項はありません。

 
(四半期連結財務諸表の作成にあたり適用した特有の会計処理)

 法人税等の算定方法

当連結会計年度の税引前当期純利益に対する税効果会計適用後の実効税率を合理的に見積り、税引前四半期純

利益に当該見積実効税率を乗じて計算しております。

 

(四半期連結貸借対照表関係)

※ 前連結会計年度(2020年３月31日)及び当第２四半期連結会計期間(2020年９月30日)

当社は、2020年4月3日に名古屋地方裁判所に対し、さつき株式会社を被告として、同社から仕入れた排水器具を取

付けて製造販売したトイレにおいて発生した漏水事故について同社に瑕疵があるとし、当社が同社に対して請求を

行っていた漏水事故対応費等222,031千円の支払いを求める訴訟を提起しております。なお、当該訴訟請求金額につい

ては投資その他の資産の長期未収入金として計上しております。

 
(四半期連結損益計算書関係)

※　販売費及び一般管理費のうち主要な費目及び金額は、次のとおりであります。　

 

 
前第２四半期連結累計期間
(自 2019年４月１日
至 2019年９月30日)

当第２四半期連結累計期間
(自 2020年４月１日
至 2020年９月30日)

給料及び諸手当 149,895千円 135,505千円

賞与引当金繰入額 20,394千円 32,019千円

退職給付費用 9,175千円 8,166千円
 

 

(四半期連結キャッシュ・フロー計算書関係)

※　現金及び現金同等物の四半期末残高と四半期連結貸借対照表に掲記されている科目の金額との関係は、次のとお

りであります。　
 

 
前第２四半期連結累計期間
(自 2019年４月１日
至 2019年９月30日)

当第２四半期連結累計期間
(自 2020年４月１日
至 2020年９月30日)

現金及び預金 326,947千円 315,098千円

現金及び現金同等物 326,947千円 315,098千円
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(株主資本等関係)

前第２四半期連結累計期間(自 2019年４月１日 至 2019年９月30日)

１．配当金支払額

 

決議 株式の種類
配当金の総額
(千円)

１株当たり
配当額(円)

基準日 効力発生日 配当の原資

2019年５月13日
取締役会

普通株式 37,065 10 2019年３月31日 2019年６月28日 利益剰余金
 

(注)「配当金の総額」には、資産管理サービス信託銀行株式会社（信託Ｅ口）が保有する当社株式（自己株式）に対

する配当金986千円が含まれております。

 

２．基準日が当第２四半期連結累計期間に属する配当のうち、配当の効力発生日が当第２四半期連結会計期間の末日

後となるもの

該当事項はありません。　

 

３．株主資本の著しい変動

株主資本の金額は、前連結会計年度末日と比較して著しい変動がありません。

 

当第２四半期連結累計期間(自 2020年４月１日 至 2020年９月30日)

１．配当金支払額

該当事項はありません。

 
２．基準日が当第２四半期連結累計期間に属する配当のうち、配当の効力発生日が当第２四半期連結会計期間の末日

後となるもの

該当事項はありません。

 

３．株主資本の著しい変動

株主資本の金額は、前連結会計年度末日と比較して著しい変動がありません。

 

(金融商品関係)

金融商品の四半期連結貸借対照表計上額その他の金額は、前連結会計年度の末日と比較して著しい変動がありま

せん。

 

(有価証券関係)

有価証券の四半期連結貸借対照表計上額その他の金額は、前連結会計年度の末日と比較して著しい変動がありま

せん。　

 

(デリバティブ取引関係)

当社は、デリバティブ取引を利用していないため、該当事項はありません。

 

(企業結合等関係)

該当事項はありません。
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(セグメント情報等)

【セグメント情報】

Ⅰ 前第２四半期連結累計期間(自 2019年４月１日 至 2019年９月30日)

当社の事業は、衛生機器の製造・販売の単一セグメントであり、開示対象となるセグメントはありませんので、

記載を省略しております。

 

Ⅱ 当第２四半期連結累計期間(自 2020年４月１日 至 2020年９月30日)

当社の事業は、衛生機器の製造・販売の単一セグメントであり、開示対象となるセグメントはありませんので、

記載を省略しております。

 

(１株当たり情報)

１株当たり四半期純利益又は１株当たり四半期純損失及び算定上の基礎並びに潜在株式調整後１株当たり四半期

純利益及び算定上の基礎は、以下のとおりであります。

 

項目
前第２四半期連結累計期間
(自 2019年４月１日
至 2019年９月30日)

当第２四半期連結累計期間
(自 2020年４月１日
至 2020年９月30日)

(１)１株当たり四半期純利益又は
   １株当たり四半期純損失(△)

△３円60銭 ４円41銭

    (算定上の基礎)   

   親会社株主に帰属する四半期純利益又は
   親会社株主に帰属する四半期純損失(△)(千円)

△13,013 16,125

   普通株主に帰属しない金額(千円) ― ―

普通株式に係る親会社株主に帰属する四半期純利益
又は親会社株主に帰属する四半期純損失(△)(千円)

△13,013 16,125

    普通株式の期中平均株式数(株) 3,615,925 3,658,231

(２)潜在株式調整後１株当たり四半期純利益 ― ４円36銭

   (算定上の基礎)   

   親会社株主に帰属する四半期純利益調整額(千円) ― ―

   普通株式増加数(株) ― 43,346

希薄化効果を有しないため、潜在株式調整後１株当た

り四半期純利益の算定に含めなかった潜在株式で、前

連結会計年度末から重要な変動があったものの概要

― ―

 

(注) 前第２四半期連結累計期間の潜在株式調整後１株当たり四半期純利益については、潜在株式は存在するものの、

１株当たり四半期純損失であるため、記載しておりません。

 
(重要な後発事象)

該当事項はありません。

 
２ 【その他】

該当事項はありません。
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第二部 【提出会社の保証会社等の情報】

 

該当事項はありません。
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独立監査人の四半期レビュー報告書
 

2020年11月12日

ジャニス工業株式会社

取締役会 御中

有限責任 あずさ監査法人

 名古屋事務所
 

 

指定有限責任社員

業務執行社員
 公認会計士 楠   元         宏 印

 

 

指定有限責任社員

業務執行社員
 公認会計士 池 ヶ 谷         正 印

 

 

監査人の結論

当監査法人は、金融商品取引法第193条の２第１項の規定に基づき、「経理の状況」に掲げられているジャニス工業株

式会社の2020年４月１日から2021年３月31日までの連結会計年度の第２四半期連結会計期間（2020年７月１日から2020

年９月30日まで）及び第２四半期連結累計期間（2020年４月１日から2020年９月30日まで）に係る四半期連結財務諸

表、すなわち、四半期連結貸借対照表、四半期連結損益計算書、四半期連結包括利益計算書、四半期連結キャッシュ・

フロー計算書及び注記について四半期レビューを行った。

当監査法人が実施した四半期レビューにおいて、上記の四半期連結財務諸表が、我が国において一般に公正妥当と認

められる四半期連結財務諸表の作成基準に準拠して、ジャニス工業株式会社及び連結子会社の2020年９月30日現在の財

政状態並びに同日をもって終了する第２四半期連結累計期間の経営成績及びキャッシュ・フローの状況を適正に表示し

ていないと信じさせる事項が全ての重要な点において認められなかった。
 

監査人の結論の根拠

当監査法人は、我が国において一般に公正妥当と認められる四半期レビューの基準に準拠して四半期レビューを行っ

た。四半期レビューの基準における当監査法人の責任は、「四半期連結財務諸表の四半期レビューにおける監査人の責

任」に記載されている。当監査法人は、我が国における職業倫理に関する規定に従って、会社及び連結子会社から独立

しており、また、監査人としてのその他の倫理上の責任を果たしている。当監査法人は、結論の表明の基礎となる証拠

を入手したと判断している。
 

四半期連結財務諸表に対する経営者及び監査等委員会の責任

経営者の責任は、我が国において一般に公正妥当と認められる四半期連結財務諸表の作成基準に準拠して四半期連結

財務諸表を作成し適正に表示することにある。これには、不正又は誤謬による重要な虚偽表示のない四半期連結財務諸

表を作成し適正に表示するために経営者が必要と判断した内部統制を整備及び運用することが含まれる。

四半期連結財務諸表を作成するに当たり、経営者は、継続企業の前提に基づき四半期連結財務諸表を作成することが

適切であるかどうかを評価し、我が国において一般に公正妥当と認められる四半期連結財務諸表の作成基準に基づいて

継続企業に関する事項を開示する必要がある場合には当該事項を開示する責任がある。

監査等委員会の責任は、財務報告プロセスの整備及び運用における取締役の職務の執行を監視することにある。 
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四半期連結財務諸表の四半期レビューにおける監査人の責任

監査人の責任は、監査人が実施した四半期レビューに基づいて、四半期レビュー報告書において独立の立場から四半

期連結財務諸表に対する結論を表明することにある。

監査人は、我が国において一般に公正妥当と認められる四半期レビューの基準に従って、四半期レビューの過程を通

じて、職業的専門家としての判断を行い、職業的懐疑心を保持して以下を実施する。

・ 主として経営者、財務及び会計に関する事項に責任を有する者等に対する質問、分析的手続その他の四半期レビュー

手続を実施する。四半期レビュー手続は、我が国において一般に公正妥当と認められる監査の基準に準拠して実施さ

れる年度の財務諸表の監査に比べて限定された手続である。

・ 継続企業の前提に関する事項について、重要な疑義を生じさせるような事象又は状況に関して重要な不確実性が認め

られると判断した場合には、入手した証拠に基づき、四半期連結財務諸表において、我が国において一般に公正妥当

と認められる四半期連結財務諸表の作成基準に準拠して、適正に表示されていないと信じさせる事項が認められない

かどうか結論付ける。また、継続企業の前提に関する重要な不確実性が認められる場合は、四半期レビュー報告書に

おいて四半期連結財務諸表の注記事項に注意を喚起すること、又は重要な不確実性に関する四半期連結財務諸表の注

記事項が適切でない場合は、四半期連結財務諸表に対して限定付結論又は否定的結論を表明することが求められてい

る。監査人の結論は、四半期レビュー報告書日までに入手した証拠に基づいているが、将来の事象や状況により、企

業は継続企業として存続できなくなる可能性がある。

・ 四半期連結財務諸表の表示及び注記事項が、我が国において一般に公正妥当と認められる四半期連結財務諸表の作成

基準に準拠していないと信じさせる事項が認められないかどうかとともに、関連する注記事項を含めた四半期連結財

務諸表の表示、構成及び内容、並びに四半期連結財務諸表が基礎となる取引や会計事象を適正に表示していないと信

じさせる事項が認められないかどうかを評価する。

・ 四半期連結財務諸表に対する結論を表明するために、会社及び連結子会社の財務情報に関する証拠を入手する。監査

人は、四半期連結財務諸表の四半期レビューに関する指示、監督及び実施に関して責任がある。監査人は、単独で監

査人の結論に対して責任を負う。

監査人は、監査等委員会に対して、計画した四半期レビューの範囲とその実施時期、四半期レビュー上の重要な発見

事項について報告を行う。

監査人は、監査等委員会に対して、独立性についての我が国における職業倫理に関する規定を遵守したこと、並びに

監査人の独立性に影響を与えると合理的に考えられる事項、及び阻害要因を除去又は軽減するためにセーフガードを講

じている場合はその内容について報告を行う。
 

利害関係

会社及び連結子会社と当監査法人又は業務執行社員との間には、公認会計士法の規定により記載すべき利害関係はな

い。

以 上

 
（注）１．上記は四半期レビュー報告書の原本に記載された事項を電子化したものであり、その原本は当社（四半期
      報告書提出会社）が別途保管しております。
     ２．XBRLデータは四半期レビューの対象には含まれていません。
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